
　

当
霧
島
市
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
霧
島
市
社
保
協
）
は
、
２
年
連
続

（
21
、
22
年
度
）
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
実
現
し
ま
し
た
。
所
得
３
０
０
万
円

の
モ
デ
ル
世
帯
（
夫
婦
、
子
供
２
人
）

の
場
合
、
21
年
度
は
、
前
年
比
６
万
６

２
４
０
円
、
22
年
度
は
、
21
年
度
比
で

５
１
６
０
円
の
引
き
下
げ
（
い
ず
れ
も

年
額
）
と
い
う
も
の
で
す
。

　

過
去
に
は
７
年
連
続
引
き
下
げ
も

　

さ
て
、
当
協
会
は
、
１
９
９
９
年
１

月
姶あ
い
ら良
地
区
社
保
協
と
し
て
発
足
し
、

ま
ず
、
介
護
保
険
を
テ
ー
マ
と
し
て
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
制
度
の
償
還
払
い
か
ら

現
物
支
給
を
求
め
た
り
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
的
補
助
を
求
め
る
運

動
、
市
長
と
の
懇
談
な
ど
、
幅
広
く
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
６
月
に
は
、
国
保
問
題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
同
年
９
月
か

ら
同
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
陳
情
署
名

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０

１
０
年
２
月
、
陳
情
書
が
、
や
っ
と
市

環
境
福
祉
委
員
会
で
初
め
て
採
択
後
、

同
３
月
議
会
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
国

保
税
引
き
下
げ
の
陳
情
書
が
採
択
さ
れ
、

同
７
月
に
引
き
下
げ
予
算
が
成
立
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
10
月
に
霧
島
市
社
保
協

と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
と
い
う

わ
け
で
、
引
き
下
げ
が
実
現
し
た
の

は
、
２
０
１
０
年
が
最
初
で
し
た
。
２

０
１
１
年
２
０
１
２
年
と
引
き
下
げ
幅

は
、
変
わ
ら
ず
継
続
し
て
い
ま
し
た
が
、

社
会
保
障
専
門
の
教
授
の
講
演
会
、
署

名
活
動
を
継
続
し
て
２
０
１
６
年
３
月
、

２
０
１
７
年
３
月
と
連
続
し
て
更
な
る

引
き
下
げ
予
算
の
成
立
を
み
ま
し
た

（
累
計
で
７
年
連
続
継
続
）。

　

新
市
長
や
幅
広
い
議
員
と

切
実
な
声
で
懇
談

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
７
年
秋
に
市
長

が
代
わ
る
と
２
０
１
８
年
、
２
０
１
９

年
と
２
年
連
続
で
国
保
税
値
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
当
社
保
協
は
、

２
０
１
９
年
市
長
と
懇
談
し
、
高
い
国

保
税
が
払
え
ず
に
、
死
亡
し
た
女
性
な

ど
の
例
を
挙
げ
て
、
深
刻
な
実
態
を
伝

え
ま
し
た
。
一
方
、
当
市
共
産
党
議
員

宮
内
市
議
が
、
同
年
の
議
会
で
、
国
保

税
の
引
き
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
負

担
増
分
の
92
％
が
基
金
に
積
ま
れ
、
国

か
ら
の
交
付
金
も
活
用
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
「
値
上
げ
が
連
続
し
た
」
と
指
摘

し
、
余
っ
た
財
源
を
市
民
に
還
元
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、
こ
の
指

摘
を
受
け
「
中
間
所
得
層
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
、
そ

の
結
果
、
２
０
２
１
年
か
ら
の
値
下
げ

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

当
社
保
協
に
は
、
国
分
生
協
病
院
院

長
は
じ
め
、
活
発
な
活
動
を
し
て
く
だ

さ
る
市
民
数
名
に
、
当
市
の
共
産
党
宮

内
、
前
川
原
両
市
議
が
協
力
し
て
下
さ

り
、
開
業
医
で
あ
る
私
が
会
長
を
務
め

る
と
い
う
小
規
模
の
団
体
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
署
名
・
陳
情
活
動
や
学
習
会
、

市
長
と
の
直
接
交
渉
や
「
議
員
と
語
ろ

う
か
い
」（
霧
島
市
の
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
と
）
な
ど
を
通
じ
て
、
幅
広
い

議
員
さ
ん
た
ち
と
議
論
を
繰
り
返
す
こ

と
で
少
し
ず
つ
我
々
の
活
動
が
実
を
結

ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
自
負
す
る
次
第

で
す
。
我
々
の
活
動
が
皆
様
方
の
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
や

み
ま
せ
ん
。

霧
島
市
社
会
保
障
推
進
協
議
会
会
長
・

医
師　

原
口　

兼
明
さ
ん

市民要求を市当局に届ける社保協のみなさん

NO 消費税第378号　　　　　（第3種郵便物認可） 2023年1月25日発行 （6）




